


 

  

  

 

 

 
 

 
 

 

 

 



②施設利用者の満足度の向上

実績
(単位)

各施設の
満足度
育成C：
91.4％
交流C：
87.3％
研修C：
98.3％

各施設の満足度
育成C：91.1％
交流C：83.9％
研修C：98.4％

各施設の満足度
育成C：86.1％
交流C：94.6％
研修C：97.9％

各施設の満足度
育成C：93.4％
研修C：98.3％

各施設の満足度
育成C：95.4％
研修C：98.5％

進捗
状況

- - やや遅れ 順調 -

②放課後キッズクラブ等の安定運営のた
めの支援、事業の充実を目指したネット
ワーク構築

実績
(単位)

事業企画

【試行実施】
はまっ子ふれあ
いスクールと放

課後キッズクラブ
双方の交流事業

2回／年

ＮＰＯ立ち上げ
型キッズ支援

2か所
スタッフ交流事

業
6回／年

ＮＰＯ法人立ち
上げに向けた
相談・助言３件
／年、交流会6

回／年

ＮＰＯ法人立ち
上げに向けた
相談・助言３件
／年、交流会6

回／年

進捗
状況

- - 順調 順調 -

公益的使命の達成に向けた取組(2)

①青少年に関わる人材ネットワークの拡
充と既存ネットワークとの連携強化

実績
(単位)

青少年の
居場所・地
域活動拠
点連絡会
1回／年

青少年の居場
所・地域活動拠

点連絡会
3回／年

青少年の居場
所・地域活動拠

点連絡会
2回／年

青少年に関わる
人材ネットワーク

会議
3回／年

青少年に関わる
人材ネットワーク

会議
4回／年

進捗
状況

- - やや遅れ 順調 -

25年度
(実績)

26年度
（実績）

27年度
（実績）

①他団体と連携・協働による、青少年が直
接体験できる活動プログラムの拡充

実績
(単位)

実施回
数:243回
参加者

数:12,321
人

実施回数:323回
参加者

数:23,754人

実施回数:412回
参加者

数:24,664人

実施回数:270回
参加者

数:16,000人

実施回数:270回
以上

参加者
数:16,000人以

上

進捗
状況

- - 順調 順調 -

-

25年度
(実績)

26年度
（実績）

27年度
（実績）

28年度
（目標）

29年度
（目標）

③他団体へのノウハウ提供等による活動
支援

実績
(単位)

実施 実施 実施 実施 実施

進捗
状況

- - 順調 順調

実施回数:
 1,680回以上

活動支援:
1,500回以上
講座セミナー:

180回以上

-

実施回数:1,727
回

活動支援:1,513
回

講座セミ
ナー:214回

順調

実施回数:1,680
回

活動支援:1,500
回

講座セミ
ナー:180回

順調

実施回
数:1,516回

活動支
援:1,366回
講座セミ

ナー:150回

-

実施回数:1,666
回

活動支援:1,478
回

講座セミ
ナー:188回

-

28年度
（目標）

29年度
（目標）

公益的使命の達成に向けた取組(3)

研修項目を体系
化し研修を実施

研修実施
評価・検討

研修実施
評価・検討

研修実施
研修項目の体系

化と研修企画

-

26年度
（実績）

27年度
（実績）

28年度
（目標）

29年度
（目標）

②小学生の成長支援を目指した、放課後
児童育成事業スタッフのスキルアップ

①地域における青少年の体験活動の支
援（相談、助言、啓発）並びに、講座、セミ
ナーの実施回数増加

25年度
(実績)

①
協
約
の
取
組
状
況

平成28年度　総合評価シート

団体名 公益財団法人　よこはまユース 所管課 こども青少年局 青少年育成課

実績
(単位)

進捗
状況

公益的使命の達成に向けた取組(1)

進捗
状況

- - 順調 順調

実績
(単位)

調査・研究

協約
期間

平成27年4月1日～平成30年3月31日（3か年の2年目）

団
体

分
類

事業の再整理・重点化等に取り組む団体



団体名 公益財団法人　よこはまユース 所管課 こども青少年局 青少年育成課

協約
期間

平成27年4月1日～平成30年3月31日（3か年の2年目）

①
協
約
の
取
組
状
況

②放課後キッズクラブや青少年施設の運
営を通じたノウハウの蓄積、課題把握等

実績
(単位)

放課後キッ
ズクラブ18
か所、青少
年施設３か
所の運営

放課後キッズク
ラブ23か所、青
少年施設３か所

の運営

放課後キッズク
ラブ26か所、青
少年施設３か所

の運営

放課後キッズク
ラブ27か所、青
少年施設２か所

の運営

現場運営で得た
ノウハウ・課題等
を活かした中間
支援機能の発揮
（※【公益的使命
の達成に向けた
取組（１）～（３）】
に掲げる目標数
値により、進ちょ

くを確認）

進捗
状況

- - 順調 順調 -

25年度
(実績)

26年度
（実績）

27年度
（実績）

28年度
（目標）

29年度
（目標）

①人材育成、ネットワーク推進、活動支援
と体験事業の実施

実績
(単位)

講座・研
修、連絡

会、相談、
コーディ
ネート

講座・研修、連
絡会、相談、

コーディネート

講座・研修、連
絡会、相談、

コーディネート

講座・研修、連
絡会、相談、

コーディネート

現場運営で得た
ノウハウ・課題等
を活かした中間
支援機能の発揮
（※【公益的使命
の達成に向けた
取組（１）～（３）】
に掲げる目標数
値により、進ちょ

くを確認）

進捗
状況

- - 順調 順調 -

自主財源収入を平成27年度までに
25,700千円/年 以上に引き上げます。

実績
(単位)

 23,850千
円

 24,161千円  26,614千円  26,296千円
【27年度以降】
25,700千円　以

上

進捗
状況

- - 順調 順調 -

財務の改善に向けた取組

事業の再整理・重点化等に向けた取組

29年度
（目標）

25年度
(実績)

26年度
（実績）

27年度
（実績）

28年度
（目標）

外部評価実施方
法の検討、試行

進捗
状況

- - 順調

業務・組織の改革

事業評価の仕組み：他都市類似団体や
大学の研究機関等と連携し、外部委員に
よる事業評価を新たに実施

実績
(単位)

全事業を
対象に内
部評価を
実施。（上
半期、下半
期の年２

回）平成26
年度事業
に反映。

全事業を対象に
内部評価を実

施。（上半期、下
半期の年２回）

平成27年度事業
に反映。

外部評価に関す
る調査。

全事業を対象に
内部評価を実

施。（上半期、下
半期の年２回）

平成28年度事業
に反映。

外部評価に関す
る調査。

全事業を対象に
内部評価を実

施。（上半期、下
半期の年２回）

平成29年度事業
に反映。

外部評価に関す
る調査。

順調 -

25年度
(実績)

26年度
（実績）

27年度
（実績）

28年度
（目標）

29年度
（目標）



団体名 公益財団法人　よこはまユース 所管課 こども青少年局 青少年育成課

協約
期間

平成27年4月1日～平成30年3月31日（3か年の2年目）

④
今
後
の

課
題

現在行っている人材育成や関係機関とのネットワークづくりなどの事業に重点的に取り組むとともに、必要な財源を確保
し、より一層中間支援組織としての機能を発揮していくことが必要です。
また、事業の実践の場である青少年施設や放課後キッズクラブの運営を通じて、ノウハウの蓄積や課題把握等を行い、中
間支援機能の強化を図っていく必要があります。

②
環
境
・
状
況

の
変
化

・
青少年の日常的な交流・活動の場として運営していた横浜市青少年交流センターが廃止され、その代替事業として
青少年の交流・活動支援事業が開始しました。交流センターに引き続き、当法人が運営法人として事業に取り組みま
す。

・
団体が取り組む事業において、保護家庭等生活困窮家庭に育つ青少年や障がいのある青少年等への対応が求めら
れており、職員の社会教育分野での専門性に加え、社会福祉、児童福祉分野での専門性の向上が課題となっていま
す。

青少年を育む環境づくりや青少年に関わる人材の育成、ネットワークづくりを重点とした新規事業の実施や受託に取組み
ます。また、所管局と検討をする中で、中間支援組織として必要な事業や取組を整理し、その機能を十分に発揮するた
め、平成30年度からの法人の新たな中期経営計画及び協約の策定を行います。

③
団
体
の

経
営
状
況

法人の中期的な経営方針である、「公益財団法人よこはまユース経営方針(H25〜H29)」における重点方針に位置付けた
事業については、順調に成果を上げています。
財政面では、正味財産増減額は毎年減となっていますが、これは公益法人移行に伴い、これまでの繰越金を公益目的事
業充実のために活用計画に沿って執行しているためです。

経営向上委員会　助言

引き続き取組を推進
取組の強化や課題
への対応が必要

協約の見直しが必要
団体経営の方向性
の見直しが必要

　協約の取組目標については、公益的使命の達成に向けた取組にやや遅れがあるが、概ね順調に取り組
まれている。また、他に団体の経営状況に新たな課題は認められない。
　団体は、事業の再整理・重点化等に取り組む団体と位置づけられている。青少年を取り巻く社会状況の
変化に応じた団体の役割の明確化を踏まえ、団体の本来の役割である中間支援機能が効果的に発揮さ
れるよう、事業の取捨選択を含めた見直しを継続していく必要がある。

⑥
協
約
の

見
直
し

協約の見直しの必要性：　有　　無

【見直しが必要な理由及び協約の変更内容】

⑤
課
題
へ
の

対
応
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